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１
．
は
じ
め
に

１
９
９
５
年
の
情
報
革
命
以
来
、
Ｉ
Ｔ
は

新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

生
み
出
し
続
け
た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル

の
崩
壊
に
よ
り
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
等
の
「
小
さ

な
慣
性
（
変
化
の
速
さ
）
と
勝
者
独
占
（
一

人
勝
ち
）」
を
特
徴
と
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
な

シ
ス
テ
ム
の
限
界
が
露
呈
し
た
。
そ
う
し
た

教
訓
か
ら
、
人
と
物
の
移
動
を
伴
う
リ
ア
ル

な
世
界
で
の
Ｉ
Ｔ
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
々
の
意
識
変
化
を
、

移
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
合
理
的
な
決
済
機
能

が
後
押
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
広
く

受
容
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
実
現
し
た
。
そ
の

姿
が
今
日
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
あ
る
。

非
接
触
式
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
利
用
者

の
利
便
性
を
格
段
に
向
上
さ
せ
、
都
市
部
に

お
い
て
は
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
地
位
を

築
き
つ
つ
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
や
（
株
）
パ
ス
モ
の
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
や
ス

ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
協
議
会
の
Ｐ
ｉ
Ｔ
ａ

Ｐ
ａ
等
が
先
駆
と
な
り
、
交
通
の
シ
ー
ム
レ

ス
化
を
促
す
だ
け
で
は
な
く
、
決
済
手
段
と

し
て
の
機
能
を
備
え
、
市
民
の
生
活
に
密
着

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
そ
の

活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
、
す
で
に
リ
ア
ル
と

バ
ー
チ
ャ
ル
と
を
つ
な
ぐ
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会

の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
多
機
能
化
や
共
通
化
に
よ
っ

て
、
リ
ア
ル
な
地
域
づ
く
り
に
よ
り
直
結
し

た
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
展
動
向
を
概
観
し
た

上
で
、
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
の

観
点
か
ら
、
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
地
域
づ
く

り
に
果
た
す
べ
き
役
割
と
そ
れ
を
実
現
す
る

上
で
の
課
題
を
示
す
。

２
．
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
展
動
向

本
稿
で
は
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
展
動
向

を
、「
多
機
能
化
」
お
よ
び
「
共
通
化
」
と
い

う
二
つ
の
軸
で
と
ら
え
る
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

「
多
機
能
化
」
と
は
、
交
通
乗
車
券
機
能
お

よ
び
電
子
マ
ネ
ー
機
能
を
有
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
す
る
、
地
域
密

着
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
機
能
（
通
勤
・

通
学
者
、
高
齢
者
、
子
供
等
へ
の
域
内
向
け

機
能
）
や
広
域
サ
ー
ビ
ス
機
能
（
観
光
客
、

ビ
ジ
ネ
ス
客
等
へ
の
域
外
向
け
機
能
）
を
付

加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、「
共
通
化
」

と
は
、
各
地
で
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
他
地
域
に
お
い
て
も
利
用
可
能
（
相
互

利
用
と
片
利
用
の
両
者
を
含
む
）
に
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

︵
１
︶
大
都
市
部
の
動
向
│
│

　
　

  

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を
例
と
し
て

以
下
で
は
、
ま
ず
首
都
圏
で
普
及
し
て
い

る
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を
例
と
し
て
多
機
能
化
と

共
通
化
の
動
向
を
見
る
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
は
、

２
０
０
１
年
11
月
の
誕
生
以
来
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ

ａ
カ
ー
ド
の
大
容
量
、
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

い
う
特
徴
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
向

（１）

（２）

香川大学工学部
安全システム建設工学科 教授

土井健司
Kenji DOI
名古屋大学工学部卒業、同大学大学院工学研究科博士課程修了。名古屋大学工学部助手、
東京工業大学工学部講師、同大学情報理工学研究科助教授、フィリピン大学国立交通研
究センター客員教授を経て 2001 年より香川大学工学部教授。専門は社会基盤計画学、
都市計画学、環境政策シミュレーション。土木学会、日本都市計画学会、日本市民安全
学会（理事）、世界交通学会（分科会議長）に所属。近著に『都市のクオリティ・ストッ
ク─土地利用・緑地・交通の戦略─』（共編著、鹿島出版会）。

日本に交通 ICカードがはじめて導入されたのは2001年。
都市部においては既に生活インフラとしての地位を築きつつあり、
地方都市においても、その活用が進められている。
地域カードとしての位置づけを高める「ＩｒｕＣａ」から、
交通ＩＣカードを使った地域活性化の可能性を考察する。
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交通ＩＣカードによる
地域おこし、国おこし
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上
を
図
っ
て
き
た
。
04
年
３
月
の
鉄
道
事
業

以
外
へ
の
電
子
マ
ネ
ー
機
能
の
開
放
、
さ
ら

に
06
年
1
月
の
モ
バ
イ
ル
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
導

入
を
経
て
、多
機
能
化
が
大
き
く
進
展
し
た
。

共
通
化
に
関
し
て
は
、
07
年
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
と
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
と
の
相
互
利
用
に
続
き
、

08
年
に
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
や
Ｊ

Ｒ
東
海
の
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
相
互
利
用
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
今
後
は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
九

州
の
三
つ
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
す
な
わ
ち

西
鉄
の
ｎ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
、福
岡
市
交
通
局
の〝
は
や
か
け
ん
〟

の
相
互
利
用
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
図-

１

に
は
、
各
地
で
導
入
さ
れ
て
い
る
交
通
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
と
そ
れ
ら
の
共
通
化
の
動
向
を
示
し

て
い
る
。
併
せ
て
表-

１
に
は
、電
子
マ
ネ
ー

機
能
の
導
入
状
況
を
示
す
。

︵
２
︶
地
方
都
市
の
動
向
│
│

  　

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
例
と
し
て

四
国
地
方
に
お
い
て
も
高
松
琴
平
電
気
鉄

道
（
株
）
に
よ
る
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
や
、
伊
予

鉄
道
（
株
）
に
よ
る
〝
Ｉ
Ｃ
い
～
カ
ー
ド
〟、

土
佐
電
気
鉄
道
（
株
）
に
よ
る
〝
で
す
か
〟

等
の
発
行
が
相
次
い
で
い
る
。
な
か
で
も
高

松
琴
平
電
気
鉄
道
（
以
下
、
こ
と
で
ん
）
は

05
年
2
月
に
四
国
の
交
通
機
関
と
し
て
初
め

て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
発
行

し
て
電
車
・
バ
ス
の
決
済
カ
ー
ド
と
し
て
発

行
枚
数
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
高

松
市
内
の
中
心
市
街
地
で
商
店
等
に
決
済

端
末
を
設
置
し
て
、
商
店
街
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
カ
ー
ド
と
し
て
の
利
用
も
進
ん
で
い

る
。
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

場
所
は
、
高
松
中
央
商
店
街
の
約
２
０
０
店

舗
、
駅
内
外
の
自
動
販
売
機
、
一
部
コ
ン
ビ

ニ
、
栗
林
公
園
・
玉
藻
公
園
や
高
松
市
美
術

館
等
の
観
光
地
、
高
松
市
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、

駐
車
場
と
多
岐
に
わ
た
る
。
08
年
２
月
か
ら

は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
や
Ｐ
ｉ
Ｔ
ａ
Ｐ
ａ
と
同
様

に
、
買
い
物
へ
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
表
面
上
は
首
都

圏
や
関
西
圏
に
お
け
る
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と

ほ
ぼ
同
じ
展
開
に
見
え
る
が
、
実
質
は
大
き

く
異
な
る
。
ま
ず
、「
共
通
化
」
に
つ
い
て
は
、

他
の
鉄
道
事
業
者
と
の
相
互
利
用
は
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
全
く
進
ん
で
い
な
い
。「
多
機

能
化
」
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
と
同
様

の
電
子
マ
ネ
ー
機
能
を
備
え
て
は
い
る
も
の

の
、
大
都
市
部
の
事
業
展
開
の
よ
う
に
電
子

マ
ネ
ー
加
盟
店
の
拡
大
に
よ
る
収
益
事
業
を

目
的
と
は
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
緩
や
か

な
裾
野
の
拡
大
に
よ
り
、
公
共
交
通
と
中
心

市
街
地
の
商
業
と
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
結
び
地

域
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
交
通
事
業

者
と
し
て
の
存
在
意
義
を
高
め
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
域
カ
ー
ド
を
目
指
す
と
い
う
立
場
か
ら
、

こ
と
で
ん
は
行
政
と
連
携
し
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

を
用
い
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
05
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
06
年
度
よ

り
経
済
産
業
省
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
中

心
市
街
地
の
商
店
に
決
済
端
末
を
設
置
す

る
等
、
商
店
街
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
カ
ー

ド
と
し
て
の
利
用
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

08
年
度
に
は
香
川
大
学
の
職
員
証
、
09
年
度

に
は
学
生
証
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
搭
載
さ
れ
、

ま
す
ま
す
地
域
カ
ー
ド
と
し
て
の
機
能
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
本
年
の
10
月
か
ら
は
高
松

市
役
所
の
職
員
証
に
も
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
搭
載

さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
特
に
大
学
学
生
証
へ

の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
導
入
に
注
目
し
、
地
域
づ

く
り
の
観
点
か
ら
そ
の
意
味
を
述
べ
る
。

︵
３
︶
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ︲

Ｉ
Ｄ
を
も
つ

　
　

 

若
者
が
街
へ
、
リ
ア
ル
な
世
界
へ

今
日
、
多
く
の
学
生
は
街
＝
リ
ア
ル
な
世

界
と
切
り
離
さ
れ
た
生
活
を
送
り
、
異
世
代

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
と
す
る

学
生
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
香
川
大
学
で
は
高
松
中
央
商
店
街
の
南

部
地
域
に
お
い
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
た
め
、
こ
と
で
ん
や
高
松
市
と
連

携
し
08
年
度
よ
り
経
済
産
業
省
の
支
援
に
よ

る
「
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
支

援
型
多
世
代
交
流
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
開

始
し
た
。
本
事
業
は
、
ま
ず
、
学
生
証
に
Ｆ

ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
ポ
ケ
ッ
ト
を
備
え
た
多
機
能
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
搭
載
し
た
Ｉ
Ｃ
学
生
証（
以
下
、

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ-

Ｉ
Ｄ
）
を
発
行
し
、
学
生
の

中
心
市
街
地
へ
の
来
街
意
識
を
高
め
る
こ
と

（３）

（３）

基調報告 31

表 -1　電子マネー機能の導入状況

図 -1 交通ＩＣカードの導入および共通化の動向

Kitaca
JR北海道

2008.10.25～

Suica
JR東日本他
2001.11.18～

PASMO
関東各社局
2007.3.18～

TOICA
JR東海

2006.11.25～

PiTaPa
関西他各社局
2004.8.1～

ICOCA
JR西日本
2003.11.1～

PASPY
広島地区各社局
2008.11.26～

SUGOCA
JR九州

2009.3.1～

nimoca
西日本鉄道
2008.5.18～

はやかけん
福岡市交通局
2009.3.7～

い～カード
伊予鉄道

2005.8.23～

IruCa
高松琴平電気鉄道
2005.2.2～

ですか
高知地区各社局
2009.1.25～

サイバネ規格同士の
共通化が進んでいる。

デファクトスタンダード
であるSuicaが広域的
に共通化を進めている。

四国地方においては、
規格が異なるために
共通化されていない。

将来の共通化を想定
すべきか、地域カー
ドとして独自の存在
感を示すべきか？

2010～
枠内相互利用

サイバネ規格

非サイバネ規格

鉄道系ICカードの共通化状況

2006.1.21～
2008.3.29～ 2008.3.29～
2010～

2010～

2010～ 2007.
3.18～

2009.
3.14～

2004.8.1～
2008.3.18～

2008.3.18～（片利用）

交通・電子マネーとも相互利用可能
交通のみ相互利用可能
予定

 　　　　カード名（事業者） 電子マネーの有無 　　  開始時期
 Suica ( 東日本旅客鉄道㈱ ) 有 2004 年 3月 22日
 PiTaPa( スルッとKANSAI 協議会 ) 有 2004 年 10月 1日
 ICOCA( 西日本旅客鉄道㈱ ) 有 2005 年 10月 1日
 PASMO( ㈱パスモ ) 有 2007 年 3月 18日
 nimoca（西日本鉄道㈱） 有 2008 年 5月 18日
 Kitaca（北海道旅客鉄道㈱） 有 2009 年 3月 14日
 SUGOCA（九州旅客鉄道㈱） 有 2009 年 3月 1日
 TOICA( 東海旅客鉄道㈱ ) なし 
 はやかけん (福岡市交通局 ) なし 
 PASPY( 広島電鉄㈱等 ) なし 
 Nice Pass( 遠州鉄道㈱ ) なし 
 LuLuCa( 静岡鉄道㈱ ) なし 
 ICa( 北陸鉄道㈱ ) なし 
 Hareca( 岡山電気軌道㈱ ) なし 
 IruCa( 高松琴平電気鉄道㈱ ) 有 2006 年 11月 1日
 IC い～カード (伊予鉄道㈱ ) 有 2006 年 9月 1日
 ですか ( 土佐電気鉄道㈱等 ) なし (2011 年導入予定 )

首都圏
関西圏

地方都市
（大）

地方都市
（小）
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を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し

て
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ-

Ｉ
Ｄ
で
利
用
管
理
が
な

さ
れ
る
交
流
拠
点
「
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
」
を

開
設
し
、
①
大
学
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

実
践
的
人
材
育
成
②
学
生
と
商
店
・
企
業
経

営
者
と
の
交
流
③
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
利
用
履
歴

か
ら
分
析
さ
れ
る
消
費
行
動
を
も
と
に
し
た
、

商
店
主
対
象
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
義
「
商

都
再
生
塾
」
等
の
活
動
を
企
画
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
評
価
は
早
計
で
は
あ
る
が
、
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ-

Ｉ
Ｄ
の
導
入
と
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ

ザ
の
開
設
を
契
機
と
し
て
大
学
が
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
こ
と

に
よ
り
、
学
生
が
地
域
に
強
い
関
心
・
愛
着

心
を
抱
き
始
め
た
。
地
域
住
民
、
商
店
、
企

業
等
と
触
れ
合
う
街
な
か
で
の
授
業
を
通
じ

て
、
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

も
向
上
が
見
ら
れ
る
。
世
代
を
超
え
た
連
帯

感
も
芽
生
え
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き

こ
そ
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
リ
ア
ル
な
地
域
づ

く
り
の
第
一
歩
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

３
．
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

　
　

促
進
す
る
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

近
年
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
す
る
地
域
間
競

争
に
お
け
る
優
位
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
、

地
域
そ
の
も
の
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
対
象
と

と
ら
え
る
新
た
な
地
域
戦
略
が
重
視
さ
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
地
方
部
の
中
小
都
市
の
存

続
の
鍵
は
、
地
理
的
な
辺
境
性
を
優
位
性
に

変
え
る
戦
略
で
あ
る
。
そ
の
論
理
を
生
み
出

す
も
の
が
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
科
学
の
大
家
Ｐ
・
コ
ト
ラ
ー
が
発

案
し
た
も
の
で
あ
り
、一
般
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
販
売
量
増
加
に
よ
る
企
業
利
益
の
増

大
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、
プ
レ
イ
ス
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
地
域
の
経
済
的
活
性
化

に
と
ど
ま
ら
ず
住
民
の
生
活
文
化
に
対
す
る

満
足
度
や
Ｑ
ｏ
Ｌ
の
向
上
を
視
野
に
置
く
。

こ
の
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
に

従
え
ば
、
地
域
づ
く
り
の
戦
略
は
、
①
第
一

段
階
：
イ
メ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
地

域
資
源
の
精
査
に
基
づ
き
強
力
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
こ

と
）
②
第
二
段
階
：
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
（
地
域
の
魅
力
を
対
外
的
に
発

信
し
、
新
規
の
住
民
・
企
業
・
観
光
客
等
を

呼
び
込
む
こ
と
）
③
第
三
段
階
：
イ
ン
フ
ラ
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
交
通
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
教
育
等
に
関
連
し
た
既
存
イ
ン
フ

ラ
の
活
用
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
投
資
の
機

会
を
生
む
こ
と
）
④
第
四
段
階
：
ピ
ー
プ

ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
人
的
資
本
の
集
積

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
っ
て
知
識
立
脚
型

の
経
済
発
展
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
む
こ
と
）
と

い
う
四
つ
の
段
階
的
戦
略
と
し
て
説
明
さ
れ

る
。以

上
の
四
つ
の
段
階
に
照
ら
す
と
き
、
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
カ
ー
ド
の
成
功
の
秘
訣
は
、
ま
ず

当
初
か
ら
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
＝
地
域
カ
ー
ド
と
い

う
構
図
を
念
頭
に
置
き
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
シ

ン
ボ
ル
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
共
通

化
に
よ
る
利
用
者
確
保
（
囲
い
込
み
）
を
追

求
す
る
大
都
市
部
の
カ
ー
ド
戦
略
と
の
大
き

な
違
い
で
あ
る
。
経
営
破
綻
を
経
験
し
た
こ

と
で
ん
が
、「
こ
と
で
ん
が
要
か
不
要
か
（
い

る
か
い
ら
な
い
か
）」
を
地
域
社
会
に
問
い
か

け
た
イ
ル
カ
（
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
）
と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
は
、
地
域
社
会
と
公
共
交
通
の
一

体
性
を
訴
求
す
る
言
葉
の
力
が
あ
る
。
ま
た
、

商
店
街
や
街
な
か
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と
直

結
し
た
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
普
及
は
、
お
の
ず
と

中
心
市
街
地
の
魅
力
を
対
外
的
に
発
信
し
、

新
た
な
来
街
者
や
都
心
居
住
者
の
増
加
、
す

な
わ
ち
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
寄
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

が
公
共
交
通
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
と
商
店
街
や

大
学
等
の
地
域
資
産
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
第
三
段
階
の
イ
ン
フ
ラ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
、
多
様
な
人
材
、

特
に
知
識
層
を
呼
び
込
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
促
す
第
四
段
階
の
ピ
ー
プ
ル
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
成
功
例
は
、
地
方
都
市
に

お
け
る
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
地
域
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、
マ
ス
で
は
な
く
個
と
し

て
利
用
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
地
域
の
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
活

用
・
統
合
化
等
を
促
す
牽
引
役
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

４
．
お
わ
り
に

　
　

 

―
今
後
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
戦
略
へ
の
期
待
―

地
域
経
済
の
活
性
化
や
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
安
心
・

安
全
の
確
保
等
に
お
い
て
、
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
活
用
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
こ
う
し
た

ロ
ー
カ
ル
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
グ
ロ
ー
バ

ル
な
国
際
展
開
を
考
え
る
上
で
は
、「
多
機
能

化
」
と
「
共
通
化
」
と
を
独
立
な
軸
と
考
え

る
の
で
は
な
く
、
両
者
を
統
合
し
た
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
と
な
る
。
大
都
市
部
か
ら
は
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
的
進
化
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

鉄
道
事
業
者
間
の
相
互
利
用
を
急
が
な
か
っ

た
四
国
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
こ
そ
、
そ
の

手
が
か
り
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

四
国
に
お
い
て
は
、
香
川
県
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
が
サ
イ
バ
ネ
規
格
を
採
用
し
た
の
に
対
し
、

愛
媛
県
の
〝
Ｉ
Ｃ
い
～
カ
ー
ド
〟、
高
知
県

の
〝
で
す
か
〟 

が
非
サ
イ
バ
ネ
規
格
を
採
用

し
た
こ
と
に
よ
り
、
鉄
道
事
業
者
の
立
場
か

ら
は
四
国
共
通
カ
ー
ド
の
実
現
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
や
県
の
単
位
を

越
え
道
州
制
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
る
中
、地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
は
ぐ
く
む
典
型
的
な
分
野
、
例
え
ば
環
境
、

観
光
、
高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
等
の
分
野
で

は
共
通
利
用
の
実
現
が
望
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
広
域
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
実
現
の
た

め
に
は
、ま
ず
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
機
能
（
高

齢
者
福
祉
や
子
育
て
）
と
広
域
サ
ー
ビ
ス
機

能
（
環
境
や
観
光
）
の
両
面
で
の
多
機
能
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
の
カ
ー
ド
の

存
在
意
義
と
連
携
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
同
時
に

高
め
、
そ
の
後
に
地
域
間
で
の
共
通
化
を
高

次
元
で
実
現
す
る
と
い
う
段
階
的
な
シ
ナ
リ

オ
が
有
効
で
あ
ろ
う
。図-

２
に
示
す
よ
う
に
、

（４）

（５）
（６）

（７）

※
１

※
２
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散
発
的
な
が
ら
四
国
内
の
交
通

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
は
上
記
の
典
型

分
野
で
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
す

で
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
機
能

を
相
互
補
完
す
る
と
い
う
共
通

化
の
か
た
ち
が
展
望
さ
れ
る
。

そ
の
際
の
共
通
化
の
推
進
方

法
に
つ
い
て
は
、
交
通
系
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ド
を
活
用
す

る
方
法
と
、
新
規
の
共
通
カ
ー

ド
を
発
行
す
る
方
法
と
が
考
え

ら
れ
る
。
前
者
は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
等
の
既
存

利
用
者
が
多
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

カ
ー
ド
を
活
用
し
、
四
国
へ
の

国
内
外
の
旅
行
者
や
転
入
者

が
利
用
し
や
す
い
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
環
境
整
備
を
進
め
る
も

の
で
あ
る
。
後
者
は
、
各
地
域

の
カ
ー
ド
と
の
置
換
が
可
能
な

新
規
カ
ー
ド
を
四
国
共
通
カ
ー

ド
と
し
て
発
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
・
業

種
が
連
携
し
て
パ
イ
を
増
や
す
協
創
志
向
の

カ
ー
ド
と
し
て
育
て
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
は
二
つ
の
道
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
つ
は
、２
．の
事
例
で
取
り
上
げ

た
香
川
大
学
学
生
証
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る

Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
ポ
ケ
ッ
ト
を
用
い
、
各
地
域

カ
ー
ド
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
共
通
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
改
札
等
の
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
は
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

た
だ
し
、
カ
ー
ド
の
発
行
費
と
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
の
手
数
料
を
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ

ポ
ケ
ッ
ト
運
用
事
業
者
に
支
払
う
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
道
が
、
海
外
で

普
及
し
て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ
等
の
Ｔ
ｙ
ｐ

ｅ-

Ａ
規
格
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
ド
の

採
用
で
あ
る
。
現
在
、
香
川
大
学
で
は
既
存

の
磁
気
カ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
生
証
に
は
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
と
磁

気
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
ド
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
に
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
と

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ
等
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
を
行

い
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ

等
に
搭
載
し
、
独
自
に
運
営
す
る
こ
と
等
も

選
択
肢
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
特
に
、
昨
今

は
非
接
触
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
国
際
規
格
で
あ
る

Ｎ
Ｆ
Ｃ
対
応
が
進
み
、
Ｆ
ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
お
よ

び
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ
が
利
用
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

の
チ
ッ
プ
の
価
格
も
安
価
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
可
能
性
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
よ
っ
て
Ｆ

ｅ
ｌ
ｉ
Ｃ
ａ
の
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
も
利
用
で

き
、
か
つ
独
自
の
運
用
に
よ
り
手
数
料
の
圧

縮
も
期
待
で
き
る
。

限
ら
れ
た
パ
イ
の
中
で
利
用
者
の
囲
い
込

み
に
血
道
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
づ

く
り
、
国
づ
く
り
の
視
点
か
ら
全
体
知
を
動

員
し
、
プ
レ
イ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
効

果
的
に
実
践
す
る
た
め
の
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
活
用
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
視
点
が
な
け
れ

ば
、
特
定
の
規
格
に
過
度
に
依
存
し
た
わ
が

国
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
戦
略
は
ま
さ
に
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
化
の
道
を
た
ど
る
と
危
惧
さ
れ
る
。

※
３

※
４
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※１　ＩＣい～カード（愛媛県）
愛媛県において、2005 年 8月から電車・バス・
タクシーでの運賃支払いサービスとして導入
された “ ＩＣい～カード ” も IruCa と同様に
電子マネー機能を有し、一部の百貨店・コン
ビニ・レジャー施設・自動販売機で利用可能
である。おサイフケータイ機能を使ったモバ
イル版が存在する点や、プリペイド方式、ポ
ストペイ方式の両カードから選択できる点が、
IruCa とは異なる。多機能化の事例としては、
サッカーチーム「愛媛 FC」のファンクラブ会
員証と一体化した “ 愛媛 FC い～カード ” が発
行されている。通常の “ ＩＣい～カード ” の
機能に加え、入場料の支払い・入場料割引・グッ
ズ割引・プレゼント抽選券としての機能を有
する。また、松山市のモビリティマネジメン
ト施策として “ もぐじぃＩＣカード ” が発行
されており、通常の “ ＩＣい～カード ” の機
能に加え、利用者のモーダルシフトに対して
エコポイント ( 商店街クーポン券や駐輪用無
料券、エコグッズ、植樹への寄付に還元 ) を
付与する機能を有している。

※２　ですか（高知県）
高知県における交通ＩＣカード “ ですか ” は、
2009 年 1 月にサービスが開始され、電車・
バスの運賃支払いに利用できる。電子マネー
機能は 2011 年に導入予定である。“ です
か ” を利用した電車・バスの乗車距離に応じ
て CO2 排出量削減効果を計算し、二酸化炭素
1kg あたり 1エコポイントとして積算した数
値がウェブ上で確認でき、地球環境への貢献
度を可視化する機能を有する。また、蓄積し
たエコポイントに応じて、高知県地球温暖化
防止県民会議を通じて植林等の CO2 削減活動
を行うエコポイント制度導入を検討している。
これはカード所有者 ( 企業、団体等 ) の名前
で行えるため、企業の CSR として対外的に発
信することが可能である。

※３　ＭＩＦＡＲＥ
国際規格「ISO1443（RFID） Type A」に基づ
いた技術。世界でもっとも多く採用されてい
るといわれている。

※４　ＮＦＣ
非接触型識別技術と相互接続技術を組み合わ
せた短距離無線通信規格。2003 年 12 月に
「ISO/IEC IS 18092」として国際標準となった。
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乗車距離に応じたCO2 排出量削減効果をエコポイントとして積算し、ウェブ上で地球環境への
貢献度を可視化できるほか、蓄積したエコポイントを植林などCO2 削減活動に還元できるエコ
ポイント制度の導入を検討している。

ですか（土佐電気鉄道（株）） エコアクションカード

県内約50カ所を巡る「てくてくスタンプラリー」によって得たポイントでプレゼントの抽選が
できるほか、「てくてくクーポン」参加店舗・施設でカードをかざしてさまざまなサービスが受
けられる。

てくてくカード（香川県観光交流局） 周遊アイランドカード

サッカーチーム「愛媛 FC」のファンクラブ会員証と一体化した「愛媛 FCい～カード」が発行
されている。通常の ICい～カードの機能に加え、入場料の支払い・入場料割引・グッズ割引・
プレゼント抽選券としての機能を有する。

ICい～カード（伊予鉄道（株）） スポーツファンカード

生まれる前の診療歴から現在の健康状態までを一元的に把握する
「生涯健康医療電子記録」の個人認証に、Felica ポケット機能つきIruCaを用いる。

ＩｒｕＣａ（高松琴平電気鉄道（株）） ヘルス・メディカルカード

図 -2　四国の交通ＩＣカードに内蔵されたサービス機能の一例


